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た免疫抑制機能の解析. 第 67 回日本口腔外科学会総会・学術大会; 2022 Nov 4-6; 千葉.  
28)  高塚団貴, 立浪秀剛, 冨原 圭, 池田篤司, 今上修一, 藤原久美子, 山田慎一, 野口 誠. ニボルマブ投与後に救

済化学療法が奏功した舌癌の 2 例. 第 67 回日本口腔外科学会総会・学術大会 ; 2022 Nov 4-6; 千葉. 
29)  上浦 眸, 藤原久美子, 中道尚美, 高桜武史, 今上修一, 野口 誠. 他病院と連携した訓練により経口摂取が可能

となった舌癌の 1 例. 第 67 回日本音声言語学会総会・学術講演会; 2022 Nov 24-25; 京都.  
30)  中野葉月, 高塚団貴, 立浪秀剛, 今上修一, 津野宏彰, 石坂理紗, 森 亮介, 石戸克尚, 佐渡忠司, 山田慎一, 野

口 誠. インプラント体が顎下隙に迷入した 1 例. 第 26 回日本顎顔面インプラント学会総会・学術大会; 2022 
Nov 27; 東京.  

31)  沖田美千子, 針谷靖史, 山城貴愛, 原田雅史, 石戸克尚. 歯科インプラント治療における病診連携－歯科イン

プラントセンターの立ち上げ－. 日本顎顔面インプラント学会総会・学術大会; 2022 Nov 27; 東京． 
32)  森 亮介, 布施浩樹, 立浪秀剛, 草島立太, 津野宏彰, 立浪康晴, 山田慎一, 野口 誠. 初期固定が良好であった

歯科インプラントの早期脱落に関連するリスク因子の検討. 第 26 回 (公益社団法人) 日本顎顔面インプラン

ト学会総会・学術大会; 2022 Nov 26-27; 東京 (ハイブリッド). 
 
◆ その他 

1) 櫻井航太郎, 今上修一, 池田篤司, 藤原久美子, 山田浩太, 山田慎一, 野口 誠. 当科における非感染性骨髄炎

の治療経験 -SAPHO 症候群を中心に-. 第 39 回アルペン口腔科学フォーラム; 2022 Nov 23; 富山.  
2) 朝倉みな実, 石戸克尚. 骨壊死を伴った好酸球性潰瘍の 1 例. アルペン口腔科学フォーラム; 2022 Nov 23; 富

山.  
3) 高塚団貴, 今上修一, 池田篤司, 櫻井航太朗, 石坂理紗, 野口 誠. 智歯抜歯後に急速に進行した下顎骨骨髄炎

の 1 例. 第 39 回アルペン口腔フォーラム ; 2022 Nov 25; 富山 . 
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